
■無償から公共へ■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 184号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：無償から公共へ 

 

先日テレビで「無料食堂」が紹介されていた。 

困った人に、無料でとんかつをおごる店主のことが話題となり、今ではそれを応援したいという来店者が増えて

売り上げが増えているという。 

これこそが、僕の目指す「新しい公共」の姿だ。 

・ 

「新しい公共」とは、地域の住民や NPOが主体となり公共サービスを提供する考え方のこと。 

これまで、官が主体となって公共サービスを担ってきたことの見直しだ。 

そのきっかけとなったのは、ギリシャのように政府が失業問題を抱えたり、リーマンショックのように民間の失

策が社会全体にダメージを与えるなどの問題だ。 

公共サービスを官だけに依存したり民の社会的影響力を放置してきたことが、これらの破たんを招いたことから、

今後は民間が主体となる公共サービスの参入を期待している。 

だがこの議論はでたらめで、僕には単なる「官の責任逃れ」にしか思えない。 

そもそも官の役割は、民の失敗に対処し、それをフォローすることのはず。 

民が官に税金を支払うのは、社会というセイフティネットを作るため。 

ところが、こうした役割を「官に依存することが間違い」とは、一体どういう意味だ。 

だったら「官」は、何のためにあるというのだろう。 

・ 

僕は「公共サービス＝無料サービス」と考える。 

道路や公園は全て無料だし、選挙や義務教育もお金をとらないのは、公共がすべての人を対象とするからだ。 

より良いサービスを必要とするなら有償でも構わないが、無償で受けられる最低のサービスを「公共サービス」

と呼ぶべきだ。 



だとしたら、今の政府はどれだけ公共サービスができているだろう。 

たしかに、警察や消防など様々なサービスが無償で提供されている。 

だが、医療や介護、子育て支援など福祉と言われる分野はおよそすべてが有償で、その上サービスが行き届かず

に、多くの人たちが順番を待っている。 

かつて日本の医療保険は 1割負担からスタートしたのだが、今では 3倍に値上げされている。 

たとえ最低限の医療でも、無償で提供する国があるというのに、なぜ日本にはそれができないのか。 

それは、そもそも公共サービスを無償にする気が無いからだ。 

・ 

日本の行政サービスは、基本的に助成制度で出来ていて、税金で回収した資金を社会に再配分することが行政の

役目になっている。 

かつて福祉政策などには目もくれず、道路やトンネルばかり作っていた自民党が、赤字国債を出し続けてまで福

祉に資金を回すのは、その使い道が国民の同意を得やすいからに過ぎない。 

結局は、介護だろうと子育てだろうと、サービスを提供する事業者の支援を公共サービスと呼んでいるにすぎな

い。 

もしも政策がうまく行けば、課題は解決できるかもしれないが、失敗すればそれまでのこと。 

それでは、ギリシャと何も変わらない。 

一方で、新しい公共の担い手とされる NPOや公益法人の事業分野を、国が定めていることもおかしい。 

これはまさに、官のできないことを民に依存している証拠だ。 

官の役割は、民に出来ないことのはずであり、これでは本末転倒だ。 

こうなってしまう原因は、助成制度だと思う。 

結局お金を払うということは、ビジネスに帰結するだけのこと。 

ビジネスの中に、無償のサービスを盛り込むことこそが、公共サービスだと思う。 

・ 

その意味で、警察が交通違反者から罰金を取ることで、信号機を整備するのは面白い。 

公営ギャンブルや宝くじが公益事業を行う仕組みは、世界に類を見ない規模で行われている。 

だが、これらが有償サービスを助成しても、何の意味も無いと思う。 

ビジネスに無償サービスを組み込んで、それが社会のセイフティネットを形成することこそが、「新しい公共」で

はないだろうか。 

儲かるビジネスは、困った人を助けることで利益を圧縮すればいい。 

「新しい公共」は、節税することで生み出したい。 

 

http://nanoni.co.jp/20181111/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. トピックス：脳の改造 

 

先日、名栗・森人間コンテストでプレゼンして下さった K さんが持ってきた 360 度カメラに衝撃を受け、つい

僕も買ってしまいました。 

ご存知の通り、二つの魚眼レンズが背中合わせに装着されたカメラで、360度全方位が一発で撮影できてしまい

ます。 

このカメラを使うと、アウトドアの素晴らしいロケーションはもちろんのこと、建物の室内や車の内部に至るま



で、1枚の写真に収めることができます。 

その上、どちら向きに撮影しても変わらぬ 360度なので撮影も簡単です。 

僕が買った R社のカメラは、アプリを使ってスマホから操作できるため、三脚をつけて動画モードにすれば、会

議や会食の様子をテーブルの真ん中から撮影することも可能です。 

・ 

この技術の衝撃は、被写体やアングルを選ぶことなく、情報が連続していることです。 

最近、グーグルマップも世界が平面(メルカトル図法)でなく球体となり、エンドレスになりました。 

それによってロシアや南極が巨大に表示されることは無くなり、世界をより正確に認識することができるように

なりました。 

従来は、3次元の世界を 2次元でとらえた情報を、人間の脳が補正して 3次元イメージに変換していたのを、現

在はあらかじめ 3 次元の球面データ情報から立体情報に補正するように、人間の脳を改造しているわけですね。 

チョット、宣伝みたいになっちゃいましたが、皆さんも是非、3次元情報を撮影する側になってみてください。 

そうすれば、VRがただの娯楽でなく、脳の改造を伴う情報革命だと体感できるかもしれません。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）11/12 ○終日笑恵館で面談可 

（火）11/13 出張：伊豆方面視察 

（水）11/14 ○なのに作業日（青葉台） 

（木）11/15 ○午後から笑恵館で面談可 

 13-18時 ★なるほどデイ 

18-20時 ★持ち寄り食事会 

（金）11/16 ○なのに作業日（青葉台） 

（土）11/17 ○終日笑恵館で面談可 

 13-18時 ★笑恵館・起業塾 

（日）11/18 ○休業日 

■その後のイベント 

11/22 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/24 ★笑恵館・起業塾 

11/25 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

11/30 ★千葉・御宿町 PR イベント in 横浜（横浜） 

12/13 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

12/13 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

12/14 ★カプラー起業交流会（三茶） 

12/20 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 



 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


